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Review

　当事業年度における市場は小売企業間お
よび大手飲料メーカー間での競争激化に伴
うデフレの影響を受け、単価の下落が進行
した厳しい環境となりましたが、全般的に
天候に恵まれ飲料業界全体の販売数量は前
期比 4％増となりました。

　このような環境下、当社グループは 2013
年 4 月にハルナビバレッジ株式会社を純粋
持株会社としハルナファクトリー（株）、ハ
ルナマーケティング（株）、HARUNA（株）、
ハルナロジスティクス（株）に新たに子会
社化したジョイパック（株）（現ハルナジョ
イパック（株））を含めた 5 事業会社での新
たなグループ経営体制をスタートいたしま
した。

（ⅰ）国内提案営業の強化
・大手小売企業グループ・地域有力小売企業（中部・西日本エリア）へのプライベートブランド
新商品の継続的開発提案。
・飲料ブランドメーカー新商品の継続的受注獲得。

（ⅱ）自社ブランドの強化
・ハルナオリジナルブランド飲料の新企画商品販売強化と輸入飲料製品販売拡大。

（ⅲ）自社におけるものづくり競争力の強化
・エネルギーコストの増加を見据えた自社プラントの生産性向上。
・ジョイパック社生産数量の大幅増加。

（ⅳ）海外事業戦略
・グループの強みである飲料プロデュースノウハウ（商品企画開発、生産技術、物流のトータル
提案力）を活かしアジア（タイ、マレーシア、香港）大手小売企業との共同開発商品の実現。

　第 2 次中期経営計画である「ハルナビジョ
ン 2018」の初年度にあたる当事業年度に
つきましても、引き続きハルナグループの
経営ビジョンとして掲げております、①顧
客満足度業界最高レベルに向けて、②ステー
クホルダー皆様の幸せに向けて、③利益を
伴う持続的成長に向けての実現に取り組ん
でまいりました。また、グループ戦略とし
て当事業年度は下記の取り組みを強化して
まいりました。

　下記（ⅰ）につきましては、大手小売企
業グループ向けを中心に新商品 100 アイテ
ムを開発、ハルナマーケティング社の販売
数量は過去最高の 3,277 万ケース（前期比
118％）と大きく伸長いたしました。しか

2 0 1 3 年 度 を 振 り 返 っ て しながら、低価格帯の商品ニーズに対応し
たことにより粗利益単価が比較的低い商品
の販売構成比が高くなり粗利益全体を押し
下げる結果となりました。
　また、繁忙期の受注が自社工場能力を超
え、計画的ではない協力提携先工場生産分
が増えたことで委託費、物流費などのコス
トが増加し収益に影響を与えました。他方、
飲料ブランドメーカーからの受注は計画通
りでした。

　（ⅱ）につきましては、HARUNA 社に
て、オリジナルブランド茶系飲料の販売は
前期比 160％大きく伸長いたしましたが付
加価値型飲料の新商品や高価格帯プレミア
ム輸入飲料が計画を下回り同社の売上高は
1,687 百万円（前期比 135％）、営業利益
は 33 百万円（前期比 88％）の増収減益と
なりました。

　（ⅲ）につきましては、ハルナファクトリー
社での工場稼働に伴う電力量、都市ガス・
LNG 調達コストの上昇によりエネルギーコ
ストは前期比約 1 億円増加し利益減少要因
となりました。その対策としてプラントシ
ステムイノベーションによる人員適正化と
省エネルギー活動による一定の成果を上げ
ることが出来ました。また、多品種少ロッ
ト化が進行する顧客ニーズの変化に対応し
ながら高効率、高稼働、高品質の維持を目
指した生産改善活動によりハルナファクト
リー社 5 プラントの生産実績は過去最高の
2,200 万ケース、生産効率 91.8％を達成し
ました。
　今年度よりグループ子会社となったジョ
イパック社はマーケティング社による営業
活動の成果もあり生産数量を前期比 154％
の 377 万ケースと大きく伸長することが出
来ました。

　 ⅳ ） に つ き ま し て は、 当 事 業 年 度 に
HARUNA 社 100 ％ 出 資 に よ り タ イ に
HARUNA ASIA THAILAND CO.,LTD を設
立。タイに現地駐在員を派遣するとともに
海外事業チームを立ち上げタイを中心にマ
レーシア、香港の大手小売企業グループと
のプライベートブランド共同開発商品の提
案活動を本格的に開始致しました。
　13 年度はタイにある飲料製造工場、原料
メーカーの調査、選定、市場調査、顧客ニー
ズの把握に努め、14 年度中の商品化、販売・
事業開始を計画しております。以上の結果、
ハルナグループ連結ベースでの販売数量は
3,545 万ケース（前期比 120％）、連結売
上高 208 億円 ( 前期比 114％ ) となりまし
た。

　ハルナグループは CSR 方針として “ 人 ” 
（ステークホルダーの皆様）と “ 地球環境 ”
と “ 地域社会 ” の健康のために “ 三方よし ”
の精神を目指しながら、ハルナビジョンで
ある独創性ある飲料プロデュ―サーとして
皆様から大いなる期待と満足を得られる企
業グループに向けてこれからも努力してま
いります。
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